
「奈良県・市町村⻑サミット」の今後のあり⽅について

（件）（複数回答） 県のグランドデザイン地域活性化、人口減少対策少子高齢化デジタル活用、DX推進 5子育て・教育関係 5産業振興企業誘致・企業支援観光農地活用獣害対策フォレスターの活用まちづくり空き家の管理と利活用道路整備、治水対策、防災地域公共交通健康⻑寿医療・福祉・介護歴史・文化資源活用財政健全化自治会活動の醸成若手活動家の講演国内外の経済、外交、安全保障

地域活性化 7デジタル子育て・教育産業振興・観光 3

医療・福祉・介護 2
その他 6

農業・林業 3まちづくり 3インフラ・防災 2
広域行政事務（水道、消防、ごみ処理、し尿処理等）

分野別の希望テーマ テーマ等に関する主な意見

 少子高齢化などの地域活性化、
デジタルや子育て・教育関係
など、県全体で共通する課題の
希望が多い。

 県が県全体の施策の方向性や
考え方を示した上で、意見交換
を希望する意見も多い。

 県全体では、共通するテーマや
総括、地域ごとでは、個別課題
の議論が良いとの意見あり。

 地域ごとに異なる課題に対応す
るため、地域単位での開催も。

 テーマは、市町村から募集して
はどうかとの提案あり。

 職員によるスキルアップを図る
ための発表の機会についての要
望あり。

 先行事例や市町村の取組共有の
場に。 １
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「奈良県・市町村⻑サミット」の今後のあり⽅について

＜開催単位＞ ＜開催頻度＞ ＜開催形式＞

＜主なご意見＞
 テーマに応じて、講演（ス
クール）か全体（ロの字、
対面）での意見交換を希望
する意見が多い。

 従来のアイランド形式を組
み合わせる意見もあり。

地域ごと
19団体

N=39

意見なし 7％
（3団体）

年1回 8％
（3団体）

年2回 64％
（25団体）

年3回 21％
（8団体）

（複数回答）
県全体
34団体 意見なし 3団体

従来形式
（アイランド）

7団体 講演と
意見交換
（スクール）

27団体
全体意見交換
（ロの字、対面）

28団体

３９市町村⻑ご意⾒等とりまとめ結果概要

複数
回答

意見なし
3団体

 年２回以上の希望が多く、うち１回は全市町村で、
それ以外は地域ごとやテーマごとでの開催希望が目立つ。 年２回以上の希望が多く、うち１回は全市町村で、
それ以外は地域ごとやテーマごとでの開催希望が目立つ。

 地域ごとでの開催を希望する市町村が約半数あるが、
それぞれの地域ごとにみると、地域の中でもばらつきがある。

＜主なご意見＞

複数
回答

県全体と地域ごと
の両方実施 17団体

２


